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質
問
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三
） 

答

弁

第

三
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衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
「
靖
国
神
社
問
題
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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閣
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
「
靖
国
神
社
問
題
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1
及
び

2 

大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
安
寧
秩
序
を
妨
げ
ず
臣
民
た
る
の
義
務
に
背
か
な
い
限
り
に
お 

い
て
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
た
が
、
現
行
憲
法
は
、
信
教
の
自
由
を
実
質
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
第 

 

二
十
条
第
一
項
前
段
及
び
第
二
項
に
お
い
て
信
教
の
自
由
を
保
障
し
た
上
、
国
そ
の
他
の
公
の
機
関
が
宗
教 

 

に
介
入
し
、
又
は
関
与
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
見
地
か
ら
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ
く
規
定
と
し 

 

て
同
条
第
一
項
後
段
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
十
九
条
の
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。 

3
及
び

4 

大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
「
日
本
臣
民
ハ
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ケ
ス
及
臣
民
タ
ル
ノ
義
務
ニ
背
カ
サ
ル
限 

 

ニ
於
テ
信
教
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」
（
第
二
十
八
条
）
と
規
定
し
、
宗
教
団
体
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
七
号
）

が
宗
教
団
体
の
地
位
及
び
こ
れ
に
対
す
る
保
護
監
督
の
関
係
等
を
規
定
し
て
い
た
。
他
方
、
「
国
家
神
道
」 



7 

い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
と
新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書
と
の
関
連
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。 

6 

い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
に
お
い
て
は
、
国
家
が
公
式
に
指
定
し
た
宗
教
に
対
す
る
信
仰
の
強
制
か
ら
日
本
国 

民
を
解
放
す
る
等
の
た
め
指
令
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
憲
法
第
二
十
条
及
び
第
八
十
九
条
の 

 

規
定
の
解
釈
に
当
た
つ
て
は
、
同
指
令
に
依
拠
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

5 

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
は
、
信
教
の
自
由
の 

保
障
と
政
教
分
離
の
原
則
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
国
家
等
に
よ
る
神
道
の
保
証
、
支
援
の
禁
止
等
を
指
令
し 

 

た
も
の
で
あ
つ
て
、
今
日
に
お
い
て
は
失
効
し
て
い
る
。 

は
、
い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
に
お
い
て
神
社
神
道
と
同
義
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
が
、
神
社
は
、
建
国
の
大 

 
義
に
基
づ
き
皇
祖
皇
宗
の
神
霊
を
始
め
と
し
国
家
に
功
績
の
あ
つ
た
諸
神
を
祭
祀
す
る
た
め
国
家
自
ら
設
営 

 

す
る
も
の
で
、
神
社
は
宗
教
で
は
な
い
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
神
社
を
保
護
す
る
た
め
、
他 

 

の
宗
教
に
対
す
る
弾
圧
を
行
つ
た
事
例
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。 

四 

 



二
に
つ
い
て 

4 

靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
と
は
公
務
員
が
公
的
な
資
格
で
参
拝
す
る
こ
と
を
指
し
、
国
家
護
持
と
は
、
国 

1
か
ら

3
ま
で 
靖
国
神
社
は
、
明
治
十
二
年
に
東
京
招
魂
社
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
京
招
魂
社
は
東 

京
九
段
坂
上
に
戊
辰
以
来
の
戦
死
の
士
を
祭
る
も
の
と
し
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
来
、
今
次
大
戦
の 

 

終
戦
に
至
る
ま
で
の
同
神
社
は
、
戦
没
者
等
を
祭
神
と
し
て
祭
つ
て
き
た
。
戦
後
、
靖
国
神
社
は
、
所
要
の 

 

手
続
を
経
て
、
昭
和
二
十
一
年
、
宗
教
法
人
と
な
り
、
今
日
に
至
つ
て
い
る
。 

8 
憲
法
第
二
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
「
国
及
び
そ
の
機
関
」
と
は
、
国
及
び
公
共
団
体
並
び
に
そ
れ
ら
の
行

政
機
関
そ
の
他
の
機
関
を
意
味
し
、
天
皇
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
靖
国
神
社
は
、
終
戦
直
後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
か
ら
そ
の
名
称
を
変
更
す
る
よ
う
求
め
ら
れ 

 

た
よ
う
で
あ
る
が
、
靖
国
神
社
側
は
、
「
靖
国
」
は
「
安
国
」
と
い
う
意
味
で
最
も
平
和
的
な
言
葉
で
あ
る
と
説

明
し
、
名
称
存
続
の
了
解
を
得
た
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



7 

靖
国
神
社
法
案
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
自
由
民
主
党
の
国
会
議
員
に
よ
つ
て
国
会
に
提
出
さ
れ
て
き 

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
に
お
け
る
議
論
の
推
移
を 

 

見
守
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

6 

靖
国
神
社
の
国
家
護
持
と
は
国
が
靖
国
神
社
の
運
営
に
つ
い
て
、
参
与
し
、
又
は
国
費
を
支
出
す
る
こ
と 

を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
国
が
そ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
た
め
に
は
、
靖
国
神
社
が
宗
教
性
を
な
く
す
る
こ
と 

 

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

5 

靖
国
神
社
は
、
東
京
都
知
事
所
轄
の
宗
教
法
人
と
な
つ
て
お
り
、
憲
法
上
の
宗
教
団
体
で
あ
る
。 

が
靖
国
神
社
の
運
営
に
つ
い
て
、
参
与
し
、
又
は
国
費
を
支
出
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え 

 
て
い
る
。
ま
た
、
憲
法
上
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
問
題
と
な
る
の
は
、
第
二
十
条
及
び
第
八
十
九
条
と
の
関
係 

 

で
あ
る
。 

な
お
、
国
が
宗
教
団
体
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。 

六 

 



 

七 

三
に
つ
い
て 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
は
政
府
が
主
催
し
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
御
臨
席
を
お
願
い
し
、
全
国
の
戦
没
者
遺
族 

 

代
表
そ
の
他
各
界
の
代
表
等
が
参
列
し
、
黙
と
う
を
行
い
、
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
献
花
を
行
う
こ
と
等
を
内
容 

 

と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
は
日
本
武
道
館
で
行
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
館
が
、
設
備
、
収
容
能
力
、 

 

周
辺
の
環
境
等
の
諸
点
か
ら
判
断
し
、
こ
の
式
典
を
行
う
に
最
適
な
場
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

な
お
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
は
、
宗
教
的
儀
式
を
伴
わ
な
い
式
典
で
あ
り
、
憲
法
第
二
十
条
第
三
項
の
宗
教 

 

的
活
動
に
は
該
当
し
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




